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　４月12日投開票の京都市会議員選挙では、4,401票もの温か

いご支援を賜り、初めて議席を得させて頂き、大変身の引き

締まる思いであり、生まれ育った東山区と京都のために、身

を粉にして働く所存でございます。

　そこで、私の活動を少しでもみなさまに知って頂きたく「平

山たかおレポート」なるものを創刊致しました。

　どうか、ご高覧賜れば幸いでございます。

　市民と市政のパイプ役として頑張って参りますので、今後

とも、御指導ご鞭撻を宜しくお願い致します。

〜議席を頂戴し、約半年が過ぎて〜

お困りごとなど
� ご相談下さい
　みなさまにとって、行政の仕事
の役割分担は分かりにくいと思い
ます。
　「どこに相談に行けばいいの
か？」「こんなこと聞いても良い
のだろういか？」とお悩みのとき
は、私の事務所まで、お気軽にお
問い合わせ下さい!!

平山たかお
レポート

生まれ育った東山区と京都のために……

京都市会議員
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　９月市議会は決算の市会でございました。
　私は、前年度の予算が正しく、また、無駄なく執行
されたのかという観点から、36日間にわたる会期中
に様々な質問を致しました。
　その会期の締めくくりに門川市長に対して総括質疑
を行いました。
　そこで私からは以下の３点質問を致しました。
　①双京構想について
　②中小企業への支援、京都経済の在り方について
　③若年層への就職・雇用支援について
　人口減少社会の現在において、本市の活力を維持す
るには、私は「京都市とはこういう場所です！」とア
ピールしていくことが重要だと認識しています。
　そこで本市は文化首都としての京都市という観点で
本市の魅力をアピールしようとしています。それが皇
室に御所にお住まい頂こうという「双京構想」であり、
文化庁等の京都市への移転であります。ちょうど、文
化庁の移転に関しては、いわゆる霞が関の官僚等が京
都市に移転することに関してのデメリットを国会議員
に言い回っているような報道がなされていたので、実
際にはどうなのかを市長に答弁を求めました。
　そうすると市長からは、各種課題はあるかもしれな
いが、前向きに進めなくてはならないとの答弁を頂き
ました。私自身、大きなハードルはあるように理解し

ていますが、我々が夢を語らずしては一向に進まない
と感じましたので、引き続き訴えていかなくてはと思
っています。また、私は元々銀行員であったので強く
感じるわけでございますが、中小零細企業の回復なく
して、京都の、また日本が盛り上がることはないと思
います。
　人口が減少する社会において経済成長というのは古
今東西、例が無い中で、ダーウィンの進化論でもあり
ました「強いものが残るのではなく、変われるものが
残るのだと」という言葉はまさにグローバル経済下に
おいて、求められる企業像であると、私は元銀行員の
観点からもそのように感じています。そういった観点
から柔軟性のある支援策について、事業承継、空き店
舗対策を含め、議論を交わしました。また、就職活動
の時期を従来より遅らせたことによる影響を各方面か
ら伺うので、若年層への就職支援についても議論を交
わしました。

平成27年９月市会において 議長室にて

　選挙後ということで、市会の役職改選が行われ、第82代議長にわ
が自民党市会議員団より、津田大三氏（中京区）、第90代副議長に、
大道義知氏（公明・南区）が選出されました。
　私は経済総務委員に就任を致しました。

平成27年５月市会について

［自民党市会議員団20名］



※「ゲストハウス」外国人観光客向けの簡易宿泊所

（京都新聞より一部抜粋）
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　北米の富裕層向けの観光雑誌「トラベル＆レジャー」
において、京都市は２年連続訪れたい都市No1にも選ば
れ、過去最高の観光客数を突破する中、過日の経済総
務委員会においても外国人観光客のマナーについて質問
を致しましたが、昨今「ゲストハウス※」なるものが東山
区内にもたくさんできているとのことでありました。そこ
で、区役所に問い合わせ、
平成26年度末時点での各
学区内で把握をしているゲ
ストハウス数が右記の表に
示している通りです。（増加
傾向にあり、現在ではもっ
と増えております）
　私もよく皆さまからご相
談を賜り、私なりに課題を
整理致しました。
①�言語・マナーの違いから
タバコやゴミのポイ捨てについて…
②管理人がいないケースが多いため、連絡先が不明…

　６月22日に開催された委員会での
私の発言が、京都新聞に採り上げられ
ました!!� 　（京都新聞より一部引用）

　京都市は平成26年度に過去最高とな
る観光客数（5500万人超）、消費額
（7600億円超）となりました。今後の
本市の財政運営を鑑みた時、このよう
な兆候は非常に望ましいため、観光客
の誘致については進めるべきであると
思いますが、反面、地元経済への貢献度、
また地元住民のみなさまへのご迷惑を
お掛けしている点も多数あるかと思い
ます。そういった点は是正されていか
なくてはなりません!!
　今回の委員会では、私は観光客の方々
の“マナー”について、質問させて頂き
ました。上記新聞記事にもあるように、
本市としても対応するとの答弁を引き
出しました!!

元学区名 件数
粟田 22
有済 9
弥栄 6
新道 18
清水 25
六原 16
修道 7
貞教 1
一橋 6
今熊野 3
合計 113

平成26年度末現在

経済総務委員会にて

マナーを記したリーフレット
（提案が実現！！）

（中国語版） （英語版）

ゲストハウスについて…
③�町内会等にも参加もしていないので、火災等の防災時
にどのように対応できるのか…
④�オーナーと近隣住民とのコミュニケーションが図られ
ていないことが多い…
　他にも挙げていればきりがないですが、共通する課題
は上記に示した通りです。
９月議会においては、門川市長は現行法で対応するとの
答弁をされていましたが…
　外国人観光客数が増加しており、宿泊施設が不足し
ている側面はありますが、何よりも市民の皆さまの不安
を払拭しなければ、真のおもてなしはできないですし、
また、しっかりとマナーを守られているオーナーの方々
も一部マナーを守っていないオーナーと同様の扱いをさ
れたら不平等であります。今後、しっかりと議論を深め、
私はゲストハウスのことに関しては条例提案をしなくて
はならないと考えています。
　どうか、私に、皆さまのお声
をドンドンお寄せ下さい！！宜
しくお願い致します！！



　今回、過去最低となった京都市会議員選挙。
　投票率は約41％、またわが東山区に限ってみれば約39％。
一方で、いわゆる“大阪都構想”に対する住民投票の投票率は約67％。
　投票率というものは、市民のみなさまお一人お一人の意識が十二分に大切であると痛
感をした４月の選挙、そして、５月の住民投票でありました。
　2016年夏の参議院議員選挙からは18歳から選挙権が付与されるわけでございます。
� （京都新聞より一部引用）

　私自身、インターネットやSNSなども有効な方法の一
つだと思いますが、投票にまでつなげるためには、地道
な対話が大切であると思います!!
　特に若い世代のみなさまほど投票率も低いです。自ら
の将来のためにも、平山たかおは若い世代の皆さまのお
声も必ず京都市政へ届けます!!

平山たかお
投票率について

現在、京都市政に対して様々なご意見をお持ち
だと思います。
私は地元のみなさまの“お声”というものが市政
運営上、最も大切であると考えています。
私のモットーは徹底した『現地現場主義』です。
市内をフットワーク軽く回っておりますので、
お気軽にご意見をお聞かせ下さい!!

考えるが

自民党
京都市会議員 

若い世代の皆さまのお声も必ず届けて参ります。

平山たかお トピックスTopics

（2016年夏の参院選より）
選挙権!!から18歳

区内に貼り、若い皆さまにもアピールしています!!

（京都新聞より一部抜粋）
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